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二
〇
一
一
年
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
す
で
に
三
年
半
以
上
の
月
日
が
過
ぎ
、
東
北
地
方
外
に
住
む
私

た
ち
は
、
徐
々
に
震
災
の
記
憶
が
薄
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
な
お
震
災
（
原

発
や
津
波
被
害
）
の
影
響
に
よ
っ
て
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
不
自
由
な
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
々
が
二
十
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
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し
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通
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発
生
以
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援
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っ
て
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ま
す
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生
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援
セ
ッ
ト
の
手
配
や
仮
設
住
宅
へ
の
炊
き
出
し
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最
近
で
は
炊

き
出
し
に
あ
わ
せ
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
行
な
い
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仮
設
住
宅
の
方
々
に
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顔
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ほ
っ
と
す
る
ひ
と
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提
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し
続
け
て
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ま
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。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
よ
り
、
裏
磐
梯
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潟
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携
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だ
け
で
な
く
、
外
で
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
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環
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友
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と
離
れ
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暮
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く
て
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な
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い
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将
来
に
不
安
を
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が
大
勢
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。
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岐
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と
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久
々
に
会
う
皆
様
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
近
況
を
語
り
合
う
事
が
出

来
た
。
今
年
は
蓬
平
の
山
々
の
静
け
さ
も
手
伝
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
会
場
が
一
つ
に
な
っ
た
。

　

元
上
組
は
組
と
し
て
の
活
動
が
活
発
で
あ
り
、
教
団
に
つ
い
て
の

基
本
を
学
ぼ
う
と
真
剣
な
取
り
組
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ

ぶ
し
の
会
の
皆
さ
ん
の
歌
、
詩
の
朗
読
な
ど
心
の
暖
ま
る
も
の
を
感

じ
世
話
に
な
っ
た
母
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

台
風
が
新
潟
を
逸
れ
、
風
は
な
く
雨
で
良
か
っ
た
と
、
柿
栽
培
農

家
の
自
分
は
思
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
水
害
に
遭
い
苦
し
ん
で
い
る
大

勢
の
人
達
が
い
る
中
で
、
自
分
の
自
己
中
心
的
な
思
い
が
、
こ
の
度

の
坂
原
英
見
先
生
が
話
さ
れ
た「
心
の
過
疎
」と
い
う
言
葉
と
重
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
私
こ
そ
、
阿
弥
陀
様
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
い
る
と
思

え
ば
、誠
に
も
っ
た
い
な
い
事
だ
。聞
法
の
道
場
で
あ
る
寺
院
に
も
っ

と
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

こぶしの会　歌と朗読

研修の様子

サマーキャンプの様子
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８月
　30日（土）～ 31日（日）・第２ブロックまことの保育大学講座『「すべてが、わたしを生かしている」～つながり・縁起(えんぎ)～』

　講演講師　山﨑　浩　　氏（声楽家・作曲家　清泉女学院短期大学准教授）
　　　　　　沼田　秀美　氏（声楽家・ヴォイストレーナー）
　講義講師　丁野　恵鏡　氏（社会福祉法人光寿会理事長・本願寺派保育連盟教育原理委員長）
153名が参加し、基調講演はピアノ演奏と歌のコンサート形式で、金子みすゞの詩の味わいや子どものた
めの歌などのご講演をいただきました。講義は保育連盟の新テキスト「真宗の教えとまことの保育」を基
に、新テキストが作成された経緯等も含め、各項目の内容についてご講義をいただきました。

９月
　２日（火） ・寺院女性会研修会『お寺で出来る災害支援活動』（17名参加）

　講　師　麻田　弘潤　氏（本願寺派布教使　元上組極楽寺）
身近に災害が発生した時、お寺として何をしたら良いのか、どんな支援活動が出来るのか、講義や参加者
の話し合いの中から学びました。

　８日（月） ・連研新教材普及学習会『「連研ノートＥ」について基本的な理解を深める学習会』（32名参加）
　講　師　松野尾　慈音　氏（連研中央講師・東海教区額田組明願寺住職）
「連研ノートＥ」の活用や中央教修への参加の奨励方法など連研実施の際の課題について活発な協議がな
されました。

　10日（水） ・門徒推進員連絡協議会研修会『法統継承を機縁として、つながる、つたわる、ささえる』（32名参加）
　講　師　井上　陽雄　氏（国府教区　米山組　浄福寺住職）
法統継承式の前門さま、ご門主さまのお言葉を通して、変化していく社会の中でどのようにしてお法りを
伝えていくのかをお話いただきました。

　11日（木）～ 12日（金）・第１連区布教使研修会『超高齢社会と葬送』（40名参加）
　講　師　北塔　光昇　氏（本願寺派勧学　北海道教区上川南組正光寺住職）
葬送儀礼が複雑化する現代において、葬儀を縁としたおとりつぎについてお話いただきました。

　16日（火） ・『差別問題への取り組みに関する部落解放同盟新潟県連合会との合同学習会』事前学習会（２８名参加）
合同学習会に向けて、今までの取り組みの経緯や今後の教区としての具体的な方策などについて確認がな
されました。

　18日（木） ・第34回千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要
教区から約15名が参拝しました。今後、教区からの参拝者の増員や団参の奨励について検討していく必要
があると思われます。

　26日（金） ・「法統継承に際しての御消息」披露総局巡回・公聴会（59名参加）
　第１部　御消息披露式典　特命布教使　丸山　文雄　氏（本願寺派布教使　巻組万栄寺）
　第２部　公聴会　　　　　実践運動並びに宗門総合振興計画について協議が行われました。　

　30日（火） ・差別問題への取り組みに関する部落解放同盟新潟県連合会との合同学習会（33名参加）
３回目の学習会でありましたが、今までの教区の取り組み内容や、今後の具体的方策については一定の評
価が得られ、今後はその具体的方策をしっかり実践していく事が新たな課題であります。

10月
　６日（月）～７日（火） ・門徒総代会研修会『「法統継承に際しての消息」を体して　～門徒総代の役割～』（96名参加）

　講　師　坂原　英見　氏（本願寺派総合研究所研究員 備後教区三次組東光坊）
元上組門徒総代会担当のもと、ご講師よりご消息を体して地域社会と寺院のつながりをもって活動する必
要性について学びました。

　９日（木） ・新潟別院常例布教　　講　師　小村　賢昭　氏（本願寺派布教使・大阪教区）（８名参拝）
　10日（金） ・「御同朋の社会をめざす運動」推進現地学習会事前研修会『新潟県北部の部落差別の現状と課題について』

　講　師　長谷川　均 氏（部落解放同盟新潟県連合会執行委員長）
現地学習の前に、新潟県北部の部落差別の現状と課題について事前に学びました。

　21日（火） ・「御同朋の社会をめざす運動」推進現地学習会（27名参加）
　講　師　長谷川　サナエ 氏（部落解放同盟新潟県連合会執行委員）
現地学習を通じて、今なお存在する差別の現実を学び、現地の方々の声から差別の痛みを知る事により改
めて「差別被差別からの解放」に取り組む事が課題であるという認識を深めることができました。

　23日（木）～ 24日（金）・新潟別院謝恩講法要（延べ70名参拝）
　講　師　前田　昌光　氏（本願寺派布教使　巻組源昌寺）　
　　　　　丸山　文雄　氏（本願寺派布教使　巻組万栄寺）

　24日（金） ・本願寺新潟別院どんとこいフェスタ
謝恩講法要終了後の午後４時より真宗大谷派・真宗仏光寺派・浄土真宗本願寺派の若手僧侶によるリレー
法話と、やきそば・わたあめ等の露店の出店、ご当地アイドル『RYUTist』によるコンサートが行われ、延べ
100名以上の方々にご参加・ご参拝いただきました。

11月
　９日（日） ・新潟別院常例布教　　講　師　長井　順一　氏（本願寺派布教使・国府教区）（８名参拝）

新潟教区活動報告（2014年８月後半～ 2014年11月前半）新潟教区活動報告（2014年８月後半～ 2014年11月前半）
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法　

話　

②　
　
　
　
　

長
岡
組　

西
福
寺　

高
橋
純
勝

　

法　

話　

②　
　
　
　
　

長
岡
組　

西
福
寺　

高
橋
純
勝

　
「
聴
聞
」
の
ご
法
義

　
「
聴
聞
」
の
ご
法
義

　

聴
聞
と
い
う
の
は
「
唯
」
と
い
う
お
い
わ
れ
を
聴
き
開
く
と
云
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
浄
土
真
宗
は
、「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
二
者
択
一
す
る
法
義
で
あ
っ

て
「
唯
信
」
と
も
い
い
ま
す
。「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
と
欲
ば
る
も
の
は
信
の
一

事
は
い
た
だ
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
雑ぞ
う

行ぎ
ょ
う

雑ざ
っ

修し
ゅ

」
を
嫌
う
ご
法
義
の
よ
う
で
す
。

　
「
こ
の
事
一
つ
」
と
愈い
よ

々い
よ

弥
陀
の
本
願
に
出
遇
い
ま
す
と
「
信
」
の
深
み
が
私

を
支
え
て
「
い
の
ち
」
の
よ
ろ
こ
び
に
変
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

　

釈
尊
は
難な
ん

化げ

の
三
機
（
本
願
を
疑
う
事
、
五
逆
罪
の
咎と
が

、
一
闡せ
ん

提だ
い

）
を
示
し
、

病
ん
で
い
る
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

の
「
瘡そ
う

」
か
ら
救
う
為
「
月が
つ

愛あ
い

三ざ
ん

昧ま
い

」
を
勧
め
、
自
ら
「
三

昧
」
に
入
っ
て
「
こ
の
光
を
放
ち
て
ま
ず
王
の
身
を
治
し
」（
浄
土
真
宗
聖
典
Ｐ

二
七
九
）「
阿
闍
世
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
な
い
」
同
体
大
悲
を
誓
わ
れ
、
月
愛
三

昧
の
密
義
は
、
や
が
て
阿
闍
世
に
慚ざ
ん

愧ぎ

心し
ん

を
覚
え
さ
せ
真
の
人
間
回
復
を
な
し
遂

げ
ま
し
た
。

　　

親
鸞
聖
人
は
、
ご
自
身
の
実
際
を
掘
り
下
げ
ら
れ
「
愚ぐ

禿と
く

悲ひ

嘆た
ん

述じ
ゅ
っ

懐か
い

」
和
讃
で

「
無む

慚ざ
ん

無む

愧ぎ

の
こ
の
身
に
て　

ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
は
な
け
れ
ど
も　

　
　
　

弥
陀
の
回
向
の
御み

名な

な
れ
ば　

功
徳
は
十
方
に
み
ち
た
も
ふ
」

　

と
「
い
の
ち
」
の
よ
ろ
こ
び
を
言
い
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
唯
信
」
は
、「
お
恥
ず
か
し
い
心
」
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
ま
す
。
信
の
あ

り
様
を
聞
き
損
じ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

―
称
名
―

ラ
ジ
オ
法
話

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る　

ラ
ジ
オ
法
話

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か　

80
．
７

毎
週
月
曜
〜
金
曜　
　

16
時
15
分
よ
り
放
送
中
で
す
。

（
放
送
地
域
は　

長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、

山
古
志
、
出
雲
崎
、
寺
泊
、
和
島
、
与
板
、
見
附
、
中
之
島
、
栃
尾
） 身元調査 しない　させない　許さない

〇
今
後
の
予
定　
ご
関
係
の
皆
様
の
、多
く
の
ご
参
拝
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
若
い
女
性
聞
法
の
集
い

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
11
月
23
日（
日
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

テ
ー
マ　
　
『
親
子
で
作
る
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
』

・
連
研
の
た
め
の
研
究
会

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
11
月
25
日（
火
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

テ
ー
マ　
　
『
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
す
る
際
の
連
研
進
め
方
・
ま
と
め
方
』

　
　
　

講　

師　
　

三
ヶ
本
義
幸　

氏（
連
研
中
央
講
師
）

・
修
第
36
回
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
大
会（
三
条
組
主
管
）

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
11
月
29
日（
土
）

　
　
　

会　

場　
　

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
飛
燕

　
　
　

テ
ー
マ　
　
『
め
ぐ
り
遇
う
い
の
ち
』

　
　
　

講　

師　
　

朗
読
塾
チ
ー
ム
い
ち
ば
ん
星（
北
海
道
教
区
）

・
第
17
回「
平
和
を
誓
う
念
仏
者
の
つ
ど
い
」

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
12
月
６
日（
土
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

　
　
　

テ
ー
マ　
　
『
憲
法
九
条
と
集
団
的
自
衛
権
』

　
　
　

講　

師　
　

阪
田　

雅
裕　

氏（
弁
護
士
・
元
内
閣
法
制
局
長
官
）

・
第
32
回
新
潟
教
区
仏
教
壮
年
研
修
大
会（
新
潟
組
主
管
）

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
12
月
20
日（
土
）

　
　
　

会　

場　
　

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館 

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ 

能
楽
堂（
新
潟
市
）

　
　
　

テ
ー
マ　
　
『
落
語
で
親
鸞
〜
お
寺
に
行
こ
う
〜
』

　
　
　

講　

師　
　

笑
福
亭
仁
智　

氏（
落
語
家
）

・
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
・
教
区
連
絡
協
議
会

　
　
　

期　

日　
　

平
成
26
年
12
月
22
日（
月
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

・
新
潟
別
院
除
夜
会
・
元
旦
会

　
　
　

期　

日　
　

12
月
31
日（
水
）〜
１
月
１
日（
木
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

・
差
別
問
題
研
修
会

　
　
　

期　

日　
　

１
月
22
日（
木
）

　
　
　

会　

場　
　

本
願
寺
新
潟
別
院

・
連
研
履
修
者
研
修
会

　
　
　

期　

日　
　

２
月
15
日（
日
）

　
　
　

会　

場　
　

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
三
条
会
堂


